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Ⅱ 調査結果の概要・課題分析 
１．固定的な性別役割分担意識について 

「男は仕事、女は家庭」という考え方に同感する割合は、令和元年度調査より減少しています。 

 

ＰＯＩＮＴ 

・「男は仕事、女は家庭」という考え方について、「同感」と「どちらかといえば同感」を合わせた割合は、全体

では 16.2％となり、令和元年度調査から 7.1ポイント減少 

・男性は、女性よりも「同感、どちらかといえば同感」の割合が 11.1ポイント高い 

 

 「男は仕事、女は家庭」という考え方について、全体では「同感する」と「どちらかといえば同感する」を合わせた

「同感・どちらかといえば同感」の割合が 16.2%となっています。 

 令和元年度調査と比較すると 7.1 ポイント低くなっており、性別による固定的な役割分担意識は改善されてきて

いることがうかがえます。 

 国（内閣府・令和 4 年度調査）では、「賛成する」と「どちらかといえば賛成する」を合わせた割合が 33.4%とな

り、三重県の方が 17ポイント程度低くなっています。 

 男女で比較すると、「同感・どちらかといえば同感」の割合は、男性は 22.7％、女性は 11.6％となり、男性は女性

よりも 11.1ポイント高くなっています。 

 また、性別年代別でみると、20 歳代以外のすべての年代において、「同感・どちらかといえば同感」の割合は、男

性は女性より高くなっています。 

 

【「男は仕事、女は家庭」という考え方について】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=

全体 1,160

男性 481

女性 660

1.5

2.9

0.5

14.7

19.8

11.1

29.6

27.9

31.5

43.7

40.1

46.2

3.8

4.2

3.2

6.7

5.2

7.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

同感する どちらかといえば同感する どちらかといえば同感しない 同感しない わからない 無回答

16.2％ 

11.1  

n=

令和元年度調査 1,131 2.8 20.5 32.2 36.5 3.6 4.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

同感する どちらかといえば同感する どちらかといえば同感しない 同感しない わからない 無回答

n=

国（内閣府・
令和４年度調査）

2,847 4.0 29.4 38.2 26.1 2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 無回答
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n=

全体 1,160

男性・10歳代 4

男性・20歳代 17

男性・30歳代 60

男性・40歳代 90

男性・50歳代 117

男性・60歳代 113

男性・70歳代 70

男性・80歳以上 9

女性・10歳代 8

女性・20歳代 47

女性・30歳代 72

女性・40歳代 117

女性・50歳代 168

女性・60歳代 152

女性・70歳代 89

女性・80歳以上 7

1.5

0.0

0.0

3.3

4.4

0.9

2.7

5.7

0.0

0.0

0.0

0.0

1.7

0.0

0.0

1.1

0.0

14.7

50.0

5.9

16.7

18.9

23.1

20.4

21.4

0.0

25.0

8.5

9.7

12.0

11.3

7.9

14.6

28.6

29.6

0.0

11.8

21.7

35.6

23.1

33.6

22.9

55.6

0.0

25.5

36.1

23.9

35.1

35.5

32.6

0.0

43.7

50.0

58.8

48.3

35.6

40.2

36.3

42.9

22.2

75.0

53.2

43.1

44.4

44.0

50.7

40.4

57.1

3.8

0.0

11.8

5.0

3.3

3.4

4.4

2.9

11.1

0.0

0.0

1.4

6.8

3.6

3.3

0.0

14.3

6.7

0.0

11.8

5.0

2.2

9.4

2.7

4.3

11.1

0.0

12.8

9.7

11.1

6.0

2.6

11.2

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

同感する どちらかといえば同感する どちらかといえば同感しない 同感しない わからない 無回答
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２．性別による役割分担について 

家庭、職場、政治について、性別による役割分担を感じている割合が６割を超えています。 

 

ＰＯＩＮＴ 

・性別による役割分担を「感じている」と「やや感じている」を合わせた割合は、 

「家庭」が 73.2％と最も高く、次いで「職場」が 61.5％、「政治」が 60.9％、 

「学校」が 29.8％と最も低い 

 

 家庭や職場などにおける「男女の性別による役割分担」について、「感じている」と「やや感じている」を合わせた

割合は、「家庭」が 73.2％と最も高く、次いで「職場」が 61.5％、「政治」が 60.9％となっており、いずれも６割を

超えています。 

 また、「学校」では、「感じている」と「やや感じている」を合わせた割合が 29.8％と最も低くなっています。 

 

【男女の性別による役割分担について】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このページでは、家庭や職場などにおける「男女の性別による役割分担」を感じているかについての調査結果を

記載しています。 

 次のページでは、「男女の性別による役割分担」への納得感に関する調査結果を記載しています。 

 

家庭 1,160

職場 1,160

地域 1,160

学校 1,160

政治 1,160

34.5

21.5

16.6

7.1

27.8

38.7

40.0

34.2

22.7

33.1

12.3

17.2

23.1

29.1

17.3

8.6

10.3

7.2

9.5

4.9

3.6

4.1

2.5

5.3

2.4

1.6

5.9

15.5

25.3

13.8

0.6

1.0

0.9

1.1

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

感じている やや感じている どちらともいえない あまり感じたことはない 感じたことはない わからない 無回答

73.2％ 

61.5％ 

60.9％ 
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３．性別による役割分担への納得感 

性別による役割分担について、家庭では納得感が高く、政治では納得感が低くなっています。 

 

ＰＯＩＮＴ 

・性別による役割分担について、 

「とても納得」と「やや納得」を合わせた割合は、「家庭」が 35.8％と最も高い 

「納得していない」と「あまり納得していない」を合わせた割合は、「政治」が 37.8％と最も高い 

 

 「男女の性別による役割分担への納得感」について、「とても納得している」と「やや納得している」を合わせた割

合は、「家庭」が 35.8％と最も高く、次いで「職場」が 24.1％、「地域」が 16.9％となっています。また、「政治」で

は 11.3％となっています。 

 一方、「納得していない」と「あまり納得していない」を合わせた割合は、「政治」が 37.8％と最も高く、次いで「家

庭」が 29.1％、「職場」が 24.6％となっています。 

 前ページでみた「男女の性別による役割分担」を感じている割合が高い分野で比較すると、「とても納得している」

と「やや納得している」を合わせた割合は、「家庭」と「職場」では「政治」の倍以上となっており、分野によって「男

女の性別による役割分担」への納得感に違いがみられます。 

 

【男女の性別による役割分担への納得感】 

 

 

 

 

 

 

 

 

※無回答には、男女の性別による役割分担を「感じていない」の回答も含まれています。 

 

  

家庭 1,038

職場 1,038

地域 1,038

学校 1,038

政治 1,038

5.2

3.5

1.9

1.4

1.5

30.6

20.6

15.0

8.3

9.8

15.7

18.2

18.2

10.8

16.2

17.4

15.1

11.8

7.5

20.2

11.7

9.5

7.3

3.8

17.6

0.8

1.2

2.0

1.3

2.2

18.6

31.9

43.6

66.9

32.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

とても納得している やや納得している どちらともいえない あまり納得していない 納得していない

わからない 無回答

35.8％ 

37.8％ 
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４．役員や議員への就任等（自分が打診された場合） 

役員や議員への就任等を打診された場合、女性は男性よりも「就任等を断る」割合が高くなっています。 

 

ＰＯＩＮＴ 

・役員や議員への就任等について自分が打診された場合、 

「就任等を断る」割合は、男性より女性の方が高い 

「地方議会議員、国会議員」では、「就任等を断る」割合が 67.8％と最も高い 

 

 役員や議員への就任や立候補を、自分が打診された場合の考え方について男女で比較すると、すべての項目で

「断る」の割合は男性より女性の方が高くなっています。 

 また、全体では「地方議会議員、国会議員」の項目では「断る」の割合が 67.8％となり、他の項目に比べて「断

る」の割合が高くなっています。 

 

【役職就任への考え方：自分が打診された場合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【男女別】 

 

  

（％）
引
き
受
け
る

知
識
や
能
力
の

分
野
な
ら

引
き
受
け
る

時
間
に
余
裕
が

あ
れ
ば

引
き
受
け
る

相
談
し
て
か
ら

引
き
受
け
る

断
る

わ
か
ら
な
い

無
回
答

男性(n=481) 7.7 10.8 24.9 20.2 31.2 4.8 0.4

女性(n=660) 6.4 10.5 21.5 22.7 35.3 3.5 0.2

男性(n=481) 20.4 32.8 5.8 12.9 21.0 6.0 1.0

女性(n=660) 7.0 25.2 8.0 18.8 32.9 7.3 0.9

男性(n=481) 5.6 16.6 12.5 13.9 43.9 6.9 0.6

女性(n=660) 2.0 11.2 9.8 12.6 57.0 6.8 0.6

男性(n=481) 4.0 12.3 3.7 12.9 59.3 7.1 0.8

女性(n=660) 0.8 6.7 3.3 7.7 74.7 6.1 0.8

性別

PTA、町内会などの役員

職場の管理職や役員

県や市町の審議会等の委員

地方議会議員、国会議員

PTA、町内会などの役員 1,160

職場の管理職や役員 1,160

県や市町の審議会等の委員 1,160

地方議会議員、国会議員 1,160

6.8

12.5

3.4

2.1

10.5

28.4

13.4

9.0

23.0

7.2

10.9

3.5

21.5

16.2

13.0

9.8

33.5

27.8

51.1

67.8

4.3

6.9

7.2

6.9

0.3

1.1

0.9

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

引き受ける 知識や能力のある分野なら引き受ける 時間に余裕があれば引き受ける

家族など身近な者に相談してから決める 断る わからない

無回答
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５．役員や議員への就任等（身近な女性が打診された場合） 

役員や議員への就任等を身近な女性が打診された場合、男性は女性よりも「就任等を断るよう勧める」割

合が高くなっています。 

 

ＰＯＩＮＴ 

・役員や議員への就任等について、身近な女性が打診された場合、 

「断るよう勧める」の割合は、女性より男性の方が高い 

 

 役員や議員への就任や立候補を、身近な女性が打診された場合の考え方について男女で比較すると、すべての

項目で「断るよう勧める」の割合は女性より男性の方が高くなっています。 

 また、全体では「地方議会議員、国会議員」の項目で、「断るよう勧める」の割合が 17.0％となり、他の項目に比

べて「断るよう勧める」の割合が高くなっています。 

 

【役職就任への考え方：身近な女性が打診】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【男女別】 

   

（％）
引
き
受
け
る
こ
と
を

勧
め
る

知
識
や
能
力
の
あ
る

分
野
な
ら
引
き
受
け
る

こ
と
を
勧
め
る

時
間
に
余
裕
が
あ
れ
ば

引
き
受
け
る
こ
と
を

勧
め
る

相
談
し
て
か
ら

決
め
る
よ
う
に
勧
め
る

断
る
よ
う
勧
め
る

わ
か
ら
な
い

 
 

無
回
答

男性(n=481) 7.7 21.6 23.1 29.9 9.1 7.9 0.6

女性(n=660) 5.9 24.5 22.7 30.3 5.2 10.6 0.8

男性(n=481) 11.9 37.8 11.0 24.5 4.6 8.9 1.2

女性(n=660) 6.8 38.2 10.5 27.7 2.9 13.0 0.9

男性(n=481) 6.2 25.4 11.6 27.7 14.8 13.7 0.6

女性(n=660) 4.2 28.3 8.8 31.2 8.9 17.7 0.8

男性(n=481) 5.4 21.2 6.2 28.1 22.7 15.8 0.6

女性(n=660) 4.1 26.1 4.7 31.8 12.9 19.7 0.8

性別

PTA、町内会などの役員

職場の管理職や役員

県や市町の審議会等の委員

地方議会議員、国会議員

n=

PTA,町内会などの役員 1,160

職場の管理職や役員 1,160

県や市町の審議会等の委員 1,160

地方議会議員、国会議員 1,160

6.6

8.9

5.0

4.6

23.1

37.6

26.7

23.6

22.6

10.6

9.8

5.3

30.2

26.6

29.8

30.5

7.0

3.6

11.5

17.0

9.6

11.4

16.2

18.1

0.9

1.3

0.9

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

引き受けることを勧める 知識や能力のある分野なら引き受けることを勧める

時間に余裕があれば引き受けることを勧める 相談してから決めるように勧める

断るよう勧める わからない

無回答
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６．家事などの役割分担の状況 

家庭での役割分担について、妻が主に担っている割合は、家事が８割以上、育児が６割以上となっています。 

 

ＰＯＩＮＴ 

・家事などの役割分担について、「ほとんど妻がしている」と「妻が中心だが夫も行う」を合わせた割合は、 

「家事」が 86.3％、「育児」が 65.3％ 

・家事などの役割分担が決まった理由は、「なんとなく」の割合が 63.1％と最も高い 

 

 家庭における家事などの役割分担について、「ほとんど妻がしている」と「妻が中心だが夫も行う」を合わせた割

合は、「家事」が 86.3％と最も高く、次いで「育児」が 65.3％となっています。また、家庭における家事などの役割

分担が決まった理由について、「特に決めたわけではないがなんとなく」の割合が 63.1％と最も高くなっています。 

 

【家庭における家事などの役割分担】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【家庭における家事等の役割分担の決まった理由（複数回答）】 

 

※回答割合の多い上位９項目を抜粋して掲載  

現在の役割分担となった理由

特に決めたわけでないがなんとなく

夫の仕事が忙しいから

夫の育った家庭環境や夫の親の考え方の影響

夫の家事・育児スキルが低いから

夫のほうが収入が多いから

家事や育児は平等に分担するべきだと思うから

妻の育った家庭環境や妻の親の考え方の影響

家事や育児は妻がやるものだと思うから

話し合いで分担を決めたから

63.1

30.6

22.4

20.3

15.5

10.6

10.2

8.5

7.5

6.6

69.2

25.9

13.2

16.5

14.3

11.4

11.1

7.6

10.0

58.7

34.1

29.3

23.4

16.2

9.8

9.8

9.4

5.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

全 体(n=879) 男性(n=370) 女性(n=501)

n=

家事 879

看護・介護 879

育児 879

PTAや地域の行事参加 879

41.8

24.0

25.0

21.5

44.5

20.4

40.3

20.9

9.3

11.6

12.9

17.1

1.5

3.4

0.1

14.7

1.4

1.1

0.3

13.1

0.1

10.0

1.9

2.8

0.8

25.4

15.7

8.4

0.7

4.1

3.8

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ほとんど妻がしている 妻が中心だが夫も行う 平等に分担している 夫が中心だが妻も行う

ほとんど夫がしている 夫婦ともほとんどしない その他 無回答

86.3％ 

65.3％ 
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７．男性の家事や育児等への参画に必要なこと 

男性の家事や育児等への参画にむけて、「育児・介護休暇等の利用のしやすさ」、「社会通念・慣習・しきた

りの変革」、「夫婦間の家事分担の話し合い」が必要です。 

 

ＰＯＩＮＴ 

・男性が家事や育児等へ積極的に参画するために必要なことは、 

「育児介護の休暇・休業制度や短時間勤務制度を利用しやすくする」の割合が 44.9％ 

「社会通念・慣習・しきたりの変革」の割合が 35.9％ 

「夫婦の間で家事などの分担をするように十分に話し合う」の割合が 34.1％ 

 

 男性が女性とともに家事や育児などに積極的に参画していくために必要なことについて、全体では「育児や介護

に関する休暇・休業制度や短時間勤務制度を利用しやすくする」が 44.9％と最も高く、次いで「男女の役割分担

についての社会通念、慣習、しきたりを改める」が 35.9％、「夫婦の間で家事などの分担をするように十分に話し

合う」が 34.1％となっています。 

 性別年代別でみると、20 歳代の男性は、「夫婦の間で家事などの分担をするように十分に話し合う」の割合が

41.2％と、他の回答項目に比べて割合が高くなっています。 

 

【男性が女性とともに家事や育児などに積極的に参画していくために必要なこと（複数回答）】 

 

 

  

（調査数：実数、横％）

調査数

男
女
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
の

社
会
通
念

、
慣
習

、
し
き
た
り
を
改
め
る

男
性
は
仕
事
中
心
と
い
う
社
会
全
体
の

風
潮
を
改
め
る

男
性
の
仕
事
中
心
の
生
き
方

、

考
え
方
を
改
め
る

妻
が
夫
に
経
済
力
や
出
世
を
求
め
な
い

育
児
や
介
護
に
関
す
る
休
暇
・
休
業
制
度
や

短
時
間
勤
務
制
度
を
利
用
し
や
す
く
す
る

男
性
の
男
女
共
同
参
画
に
対
す
る

関
心
を
高
め
る

夫
婦
の
間
で
家
事
な
ど
の
分
担
を

す
る
よ
う
に
十
分
に
話
し
合
う

男
性
が
家
事
な
ど
に
参
加
す
る
こ
と
に

対
す
る
女
性
の
抵
抗
感
を
な
く
す

男
性
が
家
事
な
ど
に
参
加
す
る
こ
と
に

対
す
る
男
性
自
身
の
抵
抗
感
を
な
く
す

仕
事
と
家
庭
の
両
立
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て

相
談
で
き
る
窓
口
を
設
け
る

家
事
な
ど
を
男
女
で
分
担
す
る
よ
う
な

し
つ
け
や
育
て
方
を
す
る

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

 
 

無
回
答

1,160 35.9 29.9 19.4 9.3 44.9 9.1 34.1 5.2 19.5 6.9 29.7 3.1 5.5 0.8

男性・10歳代 4 25.0 0.0 0.0 25.0 25.0 25.0 50.0 0.0 0.0 25.0 25.0 25.0 25.0 0.0

男性・20歳代 17 23.5 23.5 17.6 11.8 17.6 17.6 41.2 0.0 23.5 5.9 11.8 11.8 11.8 0.0

男性・30歳代 60 20.0 35.0 20.0 20.0 43.3 10.0 41.7 5.0 11.7 11.7 16.7 1.7 18.3 0.0

男性・40歳代 90 35.6 30.0 25.6 12.2 37.8 5.6 26.7 4.4 13.3 8.9 20.0 5.6 11.1 0.0

男性・50歳代 117 32.5 37.6 22.2 13.7 35.9 13.7 32.5 2.6 9.4 1.7 23.1 6.0 7.7 0.0

男性・60歳代 113 41.6 27.4 23.0 13.3 46.9 9.7 33.6 5.3 18.6 8.0 20.4 1.8 3.5 0.0

男性・70歳代 70 41.4 30.0 18.6 7.1 42.9 12.9 25.7 1.4 20.0 8.6 27.1 2.9 2.9 1.4

男性・80歳以上 9 0.0 11.1 33.3 11.1 55.6 22.2 22.2 22.2 11.1 33.3 0.0 0.0 0.0 11.1

女性・10歳代 8 37.5 50.0 25.0 12.5 75.0 0.0 12.5 12.5 12.5 25.0 37.5 0.0 0.0 0.0

女性・20歳代 47 25.5 31.9 14.9 14.9 55.3 10.6 38.3 4.3 25.5 8.5 31.9 0.0 4.3 0.0

女性・30歳代 72 27.8 31.9 20.8 5.6 58.3 4.2 31.9 2.8 29.2 1.4 40.3 2.8 4.2 1.4

女性・40歳代 117 37.6 29.9 19.7 8.5 35.9 6.0 35.0 7.7 21.4 7.7 30.8 2.6 5.1 1.7

女性・50歳代 168 43.5 31.5 18.5 4.8 47.6 6.5 32.7 6.0 20.2 4.8 40.5 1.8 5.4 0.0

女性・60歳代 152 40.8 24.3 14.5 4.6 52.0 9.9 35.5 5.3 26.3 7.2 37.5 2.6 2.0 0.7

女性・70歳代 89 32.6 25.8 18.0 4.5 50.6 11.2 49.4 10.1 21.3 3.4 32.6 1.1 2.2 1.1

女性・80歳以上 7 71.4 14.3 14.3 14.3 57.1 0.0 14.3 0.0 14.3 28.6 28.6 0.0 0.0 0.0

  全  体

性
・
年
代
別
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８．男女の地位の平等感 

社会全体、社会通念や風潮、政治、職場など、様々な分野で男性優遇感が高くなっています。 

 

ＰＯＩＮＴ 

・男女の地位の平等感について、「男性の方が優遇」と「どちらかといえば男性の方が優遇」を合わせた割合

は、「社会全体」が 71.1％と最も高い 

・「社会通念や風潮」、「政治」、「職場」の分野でも、「男性の方が優遇」と「どちらかといえば男性の方が優

遇」を合わせた割合が６割以上 

 

 男女の地位の平等感について、「男性の方が優遇」と「どちらかといえば男性の方が優遇」（以下「男性優遇」と

記載）を合わせた割合は、「社会全体」が 71.1％と最も高く、次いで「社会通念や風潮」が 69.0％となっています。

また、「政治」と「職場」の分野では、「男性優遇」の割合が６割を超えています。 

 国（内閣府・令和４年度調査）の調査では、「社会全体」の分野における「男性優遇」が 78.7％となり、三重県の

方が 7ポイント程度低くなっています。 

 

【男女の地位の平等感】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=

家庭 1,160

職場 1,160

地域 1,160

学校 1,160

社会通念や風潮 1,160

法律や制度 1,160

政治 1,160

社会全体 1,160

14.7

19.7

9.4

3.5

17.2

11.2

26.6

16.6

41.3

44.1

34.2

17.9

51.8

34.9

39.7

54.5

25.4

18.4

27.8

46.3

12.5

30.3

16.0

12.2

8.5

6.8

6.0

3.7

5.9

5.9

2.9

4.7

3.0

2.4

1.6

1.8

2.7

2.2

1.5

1.9

6.2

7.7

19.7

24.9

8.7

14.5

12.7

9.3

0.9

0.9

1.1

1.8

1.2

0.9

0.6

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性の方が優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が優遇されている わからない

無回答

n=

社会全体【国（内閣府・
令和４年度調査）】

2,847
14.0 64.7 14.7 4.2

0.6

1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている 無回答

71.1％ 
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９．職場における男女の不平等感 

昇進・昇格、賃金、能力評価などで男女の不平等感が高くなっています。20 歳代女性は、「結婚・出産後も

働き続ける風土」への不平等感が高くなっています。 

 

ＰＯＩＮＴ 

・職場で男女が平等でないと思うことについて、 

全体では「昇進、昇格」の割合が 42.7％と最も高い 

20歳代の女性は「結婚・出産後も働き続ける風土」の割合が 46.2％と最も高い 

30歳代の男性は「能力評価」の割合が 50.0％と最も高い 

 

 職場で男女が平等だと思わないことについて、全体では「昇進、昇格」の割合が 42.7％と最も高く、次いで「賃

金」が 38.3％、「能力評価」が 36.1％となっています。 

 性別年代別でみると、20 歳代の女性は「結婚後や出産後も仕事を続けることについての風土」の割合が最も高

く 46.2％であるのに対して 20歳代の男性は 0.0％、30歳代の男性は「能力評価」の割合が最も高く 50.0％で

あるのに対して 30歳代の女性は 31.3％となるなど、性別や年齢により違いがみられます。 

 

【職場で男女が平等だと思わないこと（複数回答）】 

 

  

（調査数：実数、横％）

調査数

採
用
時
の
条
件

賃
金

昇
進

、
昇
格

能
力
評
価

希
望
の
職
種
に
つ
く
機
会

結
婚
後
や
出
産
後
も
仕
事
を

続
け
る
こ
と
に
つ
い
て
の
風
土

定
年
ま
で
勤
め
る
こ
と
に

対
す
る
風
土

教
育
・
訓
練
を
受
け
る
機
会

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

 
 

無
回
答

363 14.3 38.3 42.7 36.1 14.3 21.8 8.0 7.4 12.4 5.5 1.1

男性・10歳代 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

男性・20歳代 3 0.0 0.0 33.3 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0

男性・30歳代 24 12.5 29.2 20.8 50.0 16.7 16.7 8.3 8.3 29.2 0.0 0.0

男性・40歳代 46 13.0 23.9 28.3 32.6 13.0 21.7 8.7 2.2 15.2 6.5 0.0

男性・50歳代 56 10.7 32.1 39.3 28.6 16.1 23.2 5.4 7.1 17.9 8.9 0.0

男性・60歳代 39 10.3 48.7 51.3 38.5 5.1 17.9 10.3 5.1 12.8 0.0 0.0

男性・70歳代 6 33.3 83.3 66.7 0.0 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 16.7

男性・80歳以上 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

女性・10歳代 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

女性・20歳代 13 7.7 23.1 38.5 23.1 15.4 46.2 7.7 0.0 15.4 7.7 0.0

女性・30歳代 32 12.5 37.5 53.1 31.3 6.3 25.0 12.5 9.4 12.5 6.3 3.1

女性・40歳代 48 20.8 37.5 52.1 41.7 16.7 29.2 2.1 10.4 10.4 4.2 2.1

女性・50歳代 49 10.2 51.0 51.0 49.0 12.2 18.4 6.1 8.2 2.0 4.1 2.0

女性・60歳代 31 29.0 54.8 38.7 35.5 29.0 22.6 16.1 16.1 3.2 3.2 0.0

女性・70歳代 8 0.0 25.0 37.5 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 12.5 37.5 0.0

女性・80歳以上 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

  全  体

性
・
年
代
別
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１０．昇進やキャリアアップへの考え方 

女性は男性よりも、「仕事と家庭の両立が困難なため、昇進やキャリアアップを望まない」割合が高くなって

います。 

 

ＰＯＩＮＴ 

・昇進やキャリアアップを「したくない」割合は、男性が 32.4％、女性は 40.8％ 

・その理由として、「責任が重くなるのが嫌」の割合が男女ともに最も高い 

・女性は「仕事と家庭の両立が困難」の割合が 39.6％と、男性より 10.２ポイント高い 

 

 現在の職場での昇進やキャリアアップを「したくない」と答えた割合は、全体では 37.0％となっており、男女別で

みると男性は 32.4％、女性は 40.8％となっています。 

 現在の職場での昇進やキャリアアップをしたくない理由について、全体では「責任が重くなるのが嫌だから」の割

合が 47.5％と最も高く、次いで「仕事と家庭の両立が困難だから」の割合が 35.6％となっています。 

 男女で比較すると、「責任が重くなるのが嫌だから」の割合は男性が 55.6％と女性より 13.0 ポイント高い一方

で、「仕事と家庭の両立が困難だから」の割合は女性が 39.6％と男性よりも 10.２ポイント高くなっています。 

 

【現在の職場で昇進やキャリアアップの希望】 

 

 

 

 

 

 

 

責任が重くなるのが嫌だから

仕事と家庭の両立が困難だから

時間外労働が増えるから

自分の能力に自信がないから

メリットがないから

今のままで不満はないから

いつまでもこの会社で
働き続けるつもりがないから

その他

転勤があるから

同僚からねたまれるのが嫌だから

無回答

47.5

35.6

31.3

31.0

24.2

22.4

21.8

6.4

4.9

2.5

0.3

55.6

29.4

37.3

31.0

31.7

19.0

21.4

10.3

7.1

3.2

0.0

42.6

39.6

27.4

31.5

19.3

24.9

21.3

4.1

3.6

2.0

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

全 体(n=326) 男性(n=126) 女性(n=197)

n=

全体 881

男性 389

女性 483

25.7

32.4

20.5

37.0

32.4

40.8

29.9

28.5

30.8

7.5

6.7

7.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

したい したくない わからない 無回答

10.2 ポイント 
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１１．非正規従業員等の就業形態を選んだ理由 

30～50 歳代の女性は「家庭の事情や他の活動との両立」を理由として、非正規従業員等の就業形態を選

択した割合が高くなっています。 

 

ＰＯＩＮＴ 

・非正規従業員等の就業形態を選択した理由は、「自分の都合の良い時間に働ける」の割合が 36.5％と最

も高い 

・30 歳代～50 歳代の女性は、他の年代に比べて「家庭の事情（家事・育児・介護等）や他の活動（趣味等）

と両立しやすい」が高い 

 

 非正規従業員、派遣社員・契約社員の就業形態を選択した理由について、全体では「自分の都合の良い時間に

働ける」の割合が 36.5％と最も高く、次いで「家庭の事情（家事・育児・介護等）や他の活動（趣味等）と両立し

やすい」の割合が 28.7％、「通勤時間が短い」が 23.3％、「勤務時間や労働日数が短い」が 17.9％となってい

ます。 

 性別年代別でみると、「家庭の事情（家事・育児・介護等）や他の活動（趣味等）と両立しやすい」の割合は、30

歳代女性が 37.9％、40 歳代女性が 47.1％、50 歳代女性が 43.2％となっており、ほかの年代に比べて高くな

っています。 

 

【非正規従業員、派遣社員・契約社員の就業形態を選択した理由（複数回答）】 

 

  

（調査数：実数、横％）

調査数

正
規
従
業
員
と
し
て
働
け
る
会
社
が

無
か

っ
た

体
力
的
に
正
規
従
業
員
と
し
て

働
け
な
か

っ
た

専
門
的
な
資
格
・
技
術
を
活
か
せ
る

よ
り
収
入
の
多
い
仕
事
に
従
事
し
た
か

っ
た

自
分
の
都
合
の
良
い
時
間
に
働
け
る

勤
務
時
間
や
労
働
日
数
が
短
い

簡
単
な
仕
事
で
責
任
も
少
な
い

年
収
調
整
や
労
働
時
間
の
調
整
を
し
た
い

家
計
の
補
助

、
学
費
等
を
得
た
い

自
分
で
自
由
に
使
え
る
お
金
を
得
た
い

通
勤
時
間
が
短
い

組
織
に
縛
ら
れ
た
く
な
か

っ
た

家
庭
の
事
情

（
家
事
・
育
児
・
介
護
等

）
や

他
の
活
動

（
趣
味
等

）
と
両
立
し
や
す
い

そ
の
他

 
 

無
回
答

296 10.5 8.1 9.1 2.0 36.5 17.9 11.5 10.1 13.9 10.8 23.3 2.7 28.7 6.8 9.1

男性・10歳代 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

男性・20歳代 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

男性・30歳代 5 20.0 0.0 0.0 0.0 40.0 0.0 80.0 0.0 0.0 40.0 0.0 20.0 20.0 20.0 0.0

男性・40歳代 2 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

男性・50歳代 4 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 25.0 0.0

男性・60歳代 35 11.4 5.7 11.4 5.7 25.7 22.9 14.3 5.7 5.7 8.6 11.4 0.0 2.9 11.4 28.6

男性・70歳代 8 25.0 0.0 12.5 0.0 50.0 50.0 25.0 25.0 12.5 0.0 37.5 0.0 12.5 0.0 0.0

男性・80歳以上 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

女性・10歳代 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

女性・20歳代 8 12.5 37.5 0.0 0.0 50.0 25.0 12.5 25.0 0.0 12.5 12.5 0.0 12.5 12.5 0.0

女性・30歳代 29 10.3 3.4 13.8 3.4 44.8 10.3 13.8 0.0 17.2 6.9 27.6 6.9 37.9 6.9 10.3

女性・40歳代 51 11.8 9.8 7.8 0.0 35.3 17.6 2.0 9.8 15.7 5.9 19.6 2.0 47.1 3.9 9.8

女性・50歳代 74 9.5 9.5 5.4 2.7 29.7 13.5 10.8 18.9 20.3 14.9 23.0 4.1 43.2 6.8 4.1

女性・60歳代 65 6.2 7.7 13.8 1.5 46.2 20.0 9.2 7.7 13.8 15.4 36.9 0.0 12.3 6.2 4.6

女性・70歳代 12 0.0 8.3 8.3 0.0 41.7 25.0 16.7 0.0 8.3 0.0 16.7 8.3 25.0 0.0 8.3

女性・80歳以上 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

  全  体

性
・
年
代
別
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１２．過去に離職をした理由 

30～70歳代の女性の半数以上が、「結婚・出産・育児」を理由として離職しています。 

 

ＰＯＩＮＴ 

・過去に離職をした理由について、全体では「結婚」の割合が 18.2％と最も高い 

・30～70歳代の女性は、「結婚・出産・育児」の割合が半数以上 

・60～80歳代以上の男性は、「定年退職」の割合が最も高い 

 

 過去に離職をした理由について、全体では「結婚」の割合が 18.2％と最も高く、次いで「職場の人間関係」が

16.3％、「出産」が 12.7％となっています。 

 性別年代別でみると、30～70 歳代の女性では、「結婚」、「出産」または「育児」により離職した割合が半数を超

えています。 

 一方、60～80歳代以上の男性では、「定年退職」の割合が最も高くなっています。 

 

【過去に離職した理由（複数回答）】 

 

※無回答には、過去に離職をしたことがない人も含まれています。 

  

（調査数：実数、横％）

調査票

結
婚

出
産

育
児

介
護

職
場
の
人
間
関
係

配
偶
者
の
転
勤

自
分

、
家
族
の
健
康
上
の
理
由

家
族
の
理
解
や
協
力
が
得
ら
れ
な
い

雇
用
整
理

、
会
社
の
倒
産

定
年
退
職

そ
の
他

無
回
答

1,160 18.2 12.7 5.9 3.9 16.3 3.4 9.8 1.2 7.0 7.6 9.1 38.5

男性・10歳代 4 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 75.0

男性・20歳代 17 0.0 0.0 0.0 0.0 5.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.9 88.2

男性・30歳代 60 0.0 0.0 1.7 1.7 20.0 1.7 10.0 1.7 6.7 0.0 11.7 56.7

男性・40歳代 90 5.6 2.2 0.0 0.0 18.9 0.0 8.9 0.0 7.8 0.0 20.0 52.2

男性・50歳代 117 3.4 0.9 0.0 1.7 17.9 0.0 5.1 0.0 10.3 0.9 17.9 56.4

男性・60歳代 113 0.9 0.0 0.0 3.5 12.4 0.0 5.3 0.9 10.6 31.0 7.1 44.2

男性・70歳代 70 4.3 0.0 0.0 2.9 14.3 1.4 8.6 1.4 8.6 32.9 2.9 42.9

男性・80歳以上 9 0.0 0.0 0.0 0.0 22.2 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 44.4

女性・10歳代 8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

女性・20歳代 47 2.1 2.1 0.0 0.0 21.3 2.1 8.5 0.0 2.1 0.0 8.5 66.0

女性・30歳代 72 27.8 23.6 11.1 0.0 22.2 5.6 16.7 0.0 5.6 0.0 12.5 36.1

女性・40歳代 117 32.5 34.2 15.4 2.6 17.9 6.0 12.0 1.7 4.3 0.9 11.1 18.8

女性・50歳代 168 33.3 26.2 10.1 4.8 20.2 8.9 13.1 1.2 8.3 0.0 6.5 20.8

女性・60歳代 152 34.9 19.1 9.2 12.5 12.5 4.6 11.8 2.0 8.6 8.6 5.3 22.4

女性・70歳代 89 27.0 14.6 11.2 4.5 9.0 3.4 11.2 3.4 3.4 11.2 1.1 32.6

女性・80歳以上 7 14.3 0.0 0.0 0.0 14.3 0.0 0.0 0.0 0.0 28.6 0.0 57.1

  全  体

性
・
年
代
別
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１３．女性が出産等で離職せず働き続けるために必要なこと 

女性が出産等を理由に離職せず働き続けるため、「保育サービス等の環境整備」が求められています。 

 

ＰＯＩＮＴ 

・女性が出産等を理由に離職せず同じ職場で働き続けるために必要なことは、 

「保育所や学童保育など、子どもを預けられる環境の整備」の割合が 66.9％と最も高い 

・「女性が働き続けることへの家族の理解や意識改革」の割合は、 

女性が 18.3％と男性よりも 7.1ポイント高い 

 

 女性が出産等を理由に離職せず同じ職場で働き続けるために、家庭・社会・職場において必要なことについて、

「保育所や学童保育など、子どもを預けられる環境の整備」の割合が 66.9％と最も高く、次いで「職場における育

児・介護との両立支援制度の充実」の割合が 27.2％、「男性の家事・育児への参加、参画」の割合が 26.1％と

なっています。 

 性別でみると、男性は「家事・育児支援サービスの充実」の割合が 27.2％と、女性よりも 5.4 ポイント高くなって

います。一方で、女性は「女性が働き続けることへの家族の理解や意識改革」の割合が 18.3％と、男性よりも 7.1

ポイント高くなっており、男女で違いがみられます。 

 

【女性が出産等を理由に離職せず働き続けるために必要なこと（複数回答）】 

 

  

保育所や学童保育など、子どもを預けられる環境の整備

職場における育児・介護との両立支援制度の充実

男性の家事・育児への参加、参画

女性が働き続けることへの職場の理解や意識改革

家事・育児支援サービスの充実

短時間勤務制度や在宅勤務制度などの導入

男女双方の長時間労働の改善を含めた働き方改革

介護支援サービスの充実

女性が働き続けることへの家族の理解や意識改革

育児や介護による仕事への制約を理由とした昇進などへの不
利益な取扱いの禁止

働き続けることへの女性自身の意識改革

その他

わからない

無回答

66.9

27.2

26.1

24.6

23.9

19.8

16.9

16.1

15.4

8.9

6.9

1.7

2.1

2.6

68.0

27.7

24.5

25.6

27.2

17.7

17.9

16.8

11.2

9.1

7.9

1.9

1.9

2.3

67.7

27.4

27.6

24.1

21.8

21.7

16.5

15.8

18.3

8.5

5.9

1.4

2.0

2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

全体（n=1160) 男性（n=481) 女性（n=660)

7.1 ポイント 
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１４．女性の働き方への考え方 

女性の働き方について「子どもができても退職せず、ずっと働き続ける方がよい」と考える人が増加してい

ます。 

 

ＰＯＩＮＴ 

・「子どもができても、産前・産後休暇や育児休業等を利用しながら、ずっと働き続ける方がよい」（継続型）

の割合が 53.9％となり、令和元年度調査から 6.7ポイント増加している 

・「子どもができたら一旦退職し、子育てが落ち着いたら再び働く方がよい」（中断型）の割合が 24.1％とな

り、令和元年度調査から 5.8ポイント減少している 

 

 女性が働くことへの考え方について、「子どもができても、産前・産後休暇や育児休業等を利用しながら、ずっと働

き続ける方がよい」（継続型）の割合が 53.9％と最も高く、次いで「子どもができたら一旦退職し、子育てが落ち

着いたら再び働く方がよい」（中断型）の割合が 24.1％となっています。 

 令和元年度調査と比較すると、「継続型」の割合が 6.7ポイント高くなったのに対し、「中断型」の割合は 5.8ポ

イント減少しており、女性が結婚や出産に関わらず、キャリアを継続して働き続ける方がよいと考える人が増加して

いることがうかがえます。 

 

【女性が働くことについて】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=

全体 1,160

男性 481

女性 660

0.3

0.8

0.0

1.3

1.9

0.6

2.9

3.3

2.7

53.9

53.8

54.7

24.1

22.7

25.5

8.7

8.9

8.2

7.6

7.3

7.4

1.2

1.2

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性は働かない方がよい

結婚するまでは働く方がよい

子どもができるまでは、働く方がよい

子どもができても、産前・産後休暇や育児休業等を利用しながら、ずっと働き続ける方がよい

子どもができたら一旦退職し、子育てが落ち着いたら再び働く方がよい

その他

わからない

無回答

n=

令和元年度調査 1,132 0.4 3.0 3.9 47.2 29.9 6.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性は働かない方がよい
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１５．男女共同参画の推進 

男女共同参画の推進に向けて、保育・介護の施設やサービスの充実を求める割合が高くなっています。 

 

ＰＯＩＮＴ 

・男女共同参画の推進に向けて県が力を入れるべきことについて、 

全体では「保育、介護の施設やサービスを充実させる」の割合が 49.2％と最も高い 

・女性は「保育、介護の施設やサービスを充実させる」の割合が男性より 14.2ポイント高い 

 

 男女共同参画を推進していくために県に力を入れてほしいことについて、全体では「保育、介護の施設やサービ

スを充実させる」の割合が 49.2％と最も高く、次いで「男女共同参画社会の実現をめざした法律・条例・制度の

制定や見直しを行う」の割合が 31.4％となっています。 

 性別でみると、「保育、介護の施設やサービスを充実させる」の割合は、女性が 55.6％と男性の 41.4％よりも

14.2ポイント高くなっています。 

 

【男女共同参画を推進していくために県に力を入れてほしいこと（複数回答）】 

 

 

 

 

 

  

保育、介護の施設やサービスを充実させる

男女共同参画社会の実現をめざした法律・
条例・制度の制定や見直しを行う

学校教育や社会教育等の場で、男女の
平等と相互の理解や協力についての学習を充実する

職場における男女の均等な取扱について周知徹底を行う

女性を政策決定の場に積極的に登用する

あらゆる分野で女性リーダーを育成する

男性に対する意識啓発や研修を充実する

女性の職業教育や職業訓練を充実させる

女性の生き方に関する
情報提供や交流の場、相談、教育などを充実する

広報誌やパンフレットなどで、
男女の平等と相互の理解や協力についてのPRを充実する

三重県男女共同参画センター「フレンテみえ」の機能を充実する

その他

わからない

無回答

49.2

31.4

27.3

25.2

23.2

18.3

12.5

9.1

7.7

4.6

2.6

5.3

7.5

1.6

41.4

33.7

26.6

22.9

27.0

22.2

9.8

8.1

6.9

4.0

2.9

7.7

7.7

1.9

55.6

30.0

28.0

26.7

20.3

15.5

14.5

9.7

8.3

5.0

2.4

3.5

7.3

1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

全 体(n=1,160) 男性(n=481) 女性(n=660)

14.2 ポイント 
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n=

1,160 2.7 0.0 4.1 16.3 0.9 0.7 3.7 3.6 2.2 0.5 2.1 3.5 6.4 4.6 11.1 4.4 4.5 5.3 18.4 5.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

農業・林業・漁業 鉱業、採石業、砂利採取業 建設業

製造業 電気・ガス・熱供給・水道業 情報通信業

運輸業、郵便業 卸売業 金融業、保険業

不動産業、物品賃貸業 学術研究、専門・技術サービス業 宿泊業、飲食サービス業

生活関連サービス業、娯楽業 教育、学習支援業 医療、福祉

他に分類されないサービス業 公務 その他

働いていない 無回答

Ⅲ 回答者の属性 
１．性別 

 
 

 

２．年齢 

 
 

 

３．就業形態 

 

 

 

４．業種 

 

  

n=

1,160 41.5 56.9 0.9 0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性 女性 どちらともいえない、または答えたくない 無回答

n=

1,160 1.1 5.7 11.5 18.1 24.8 22.9 13.8 1.6 0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上 無回答

n=

1,160 37.4 6.6 15.7 3.3 8.2 2.8 4.3 1.9 16.6 2.1 1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

正規従業員 非正規従業員（フルタイム） 非正規従業員（短時間）

派遣社員・契約社員 自由業、自営業（家族従業者を含む） 会社などの役員

家事専業・家事手伝い 学生 働いていない

その他 無回答
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５．結婚の有無 

 

 

 

６．配偶者の就業形態 

 
 

 

７．子どもの有無 

 

 

 

８．末子の状況 

 

  

n=

1,160 75.8 6.6 16.2 1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

既婚（事実婚を含む） 離別または死別 未婚 無回答

n=

879 39.8 5.2 14.9 2.3 9.8 2.5 3.5 0.0 20.0 1.3 0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

正規従業員 非正規従業員（フルタイム） 非正規従業員（短時間）

派遣社員・契約社員 自由業、自営業（家族従業者を含む） 会社などの役員

家事専業・家事手伝い 学生 働いていない

その他 無回答

n=

1,160 75.4 21.6 3.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

いる いない 無回答

n=

875 9.6 9.8 20.8 59.3 0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

乳児・就学前の幼児 小学生 中学生以上の学生 その他 無回答
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９．家族構成 

 
 

 

１０．環境を変える（転職・転居等）予定 

 

 

 

１１．居住地域 

 

  

n=

1,160 6.7 26.7 50.7 9.4 4.9 1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

単身世帯（あなただけ） １世代世帯（夫婦だけ）

２世代世帯（夫婦と子、夫婦と親、親と子など） ３世代世帯（祖父母と夫婦と子、親と子と孫など）

その他 無回答

n=

1,160 8.9 21.7 42.8 24.7 1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

環境を変える予定である 予定はないが将来的に環境を変えたい

予定もないし将来的に環境を変えたいとも考えていない 未定、わからない

無回答

n=

1,160 45.8 9.0 28.9 11.0 3.8 1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

北勢地域 伊賀地域 中南勢地域 伊勢志摩地域 東紀州地域 無回答


